
今月の聖句 「 す べ て主 を愛 す る も の は主が守 ら れ ま す 。 」
詩篇145：20

「価値の遠近法」と、呼ばれるものがあります。それは、どんな状況にあっても、次の４つを見分け
る眼力のことです。その４つとは、（１）絶対なくしてはならないもの、見失ってはならないもの、（２）あっ
てもいいけどなくてもいいもの、（３）端的になくていいもの、そして（４）絶対あってはならないものの４つを
見極める力です。これをきちんと仕分けることの出来る判断力を養う最初の公的場は、こども園だと
言うことが出来ます。
新年度が始まり、約二か月が経過しました。子どもたちも新しい園の環境に慣れ始めてきた頃で

しょうか。初めて園に入ってきた子どもたちは、父母から離れて、一人で見知らぬ人々の集団の中へ
入ってゆく時、不安を抱えていただろうと思います。ちらちら父親母親の方を振り返り、自分の方を見
るその顔を何度も確認しながら、恐る恐るやがて仲間となるはずの見知らぬ他者の輪の中に入って
いくことが出来るようになります。人は信頼している誰かに見守られているということを意識することによっ
て初めて、独り立ちし、自分の行動をなしうるということがあるのです。
そして、その親であれ、家族であれ、仲間であれ、自然界であれ、その背後にあって、私たちを

守り、導いておられる絶対的な存在、神さまがおられるということを受け入れている者は、なおさらのこ
と、本当の意味で自立した人間として成長し続けることが出来るのです。

協力牧師 池田基宣

２０２１年度 年主題 〈共に喜んで ～すべての歩みの中～〉
0･1･2歳児６月主題 「なにかな・きづく」 3･4･5歳児６月主題 「やってみたい」
月のねがい 月のねがい
◎保育者の祈る姿に接する(0)◎小動物や自然に触れて遊ぶ ◎天気、草花、生き物などの話を通して、神さまを感じる(3)
(0)◎周りの人や物に興味をもち、関わろうとする(0) ◎砂・泥・水に触れることを楽しみ、 様々な感触を体験する(3)
◎保育者の祈りのことばに心を合わせようとする(1.2) ◎保育者と友だちと礼拝を守りながら日々を歩む(4.5)
◎まわりの様子に気づき、興味関心を持つ(1.2) ◎興味を持ったことに、「もっと知りたい・もっとやってみたい」と思い、繰り返し楽しむ(4.5)
◎見たこと、感じたことをことばで表そうとし、共感 ◎遊びながら、手や身体を使い様々な方法や道具使いを習得していく(4.5)
してもらえる喜びを味わう(1.2) ◎思い通りにいかないことや友だちとのぶつかり合いを通し、やり直したり仲直りをする経験をする(4.5)
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。
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園
長

２週間にわたる家庭訪問にフリー参観と、大変お世話にな

りました。ご自宅での子どもたちの様子を聞かせていただ

き、そして園での様子を見ていただきました。フリー参観は

いかがでしたでしょうか？家での子どもたちとは、また違っ

た表情をしていたのではないでしょうか？職員も保護者の

方の参観は緊張しますが、保育を見られる機会も少ないの

で、とても良い刺激をいただきました。参観や訪問で何かお

気づきのことがありましたら、遠慮なくお知らせください。

様々のご協力まことにありがとうございました。

さて、私も久々の家庭訪問と参観をさせていただきまし

たが、我が家の息子たちの訪問や参観をふと思い出しまし

た。先生が来られることにとても興奮し、お話ししている間

に先生のお茶をこぼして話が中断したこと。参観では隣の

子にちょっかいをだして嫌がられた上に、帰りは後追いさ

れ、癒やされるどころか逆に疲れて帰ったことを思い出し

ました。それを考えると、めいろうのこどもたちはとてもお

りこうさんです。そんな息子も４月から香川の大学へ。驚い

たことに、朝と夜はちゃんと自炊しているそうです。母も作

ったことのない炊き込みご飯を作ったり、朝はフレンチトー

ストを食べて学校へ行ったりと、親が想像を遥かに超えるく

らい一人暮らしと大学生活を満喫しているようです。そう言

えば、小さい頃からお味噌汁やお

弁当作りに興味を持ち作っていた

ことを思い出しました。小さい頃の

興味と経験はこんなところでも生

かされるんですね。たくさんの経験

と小さな興味関心は、右往左往しながらも成長に繋がって

いくのだと改めて感じることでした。

気づけばもう６月です。長い梅雨ですが、開けたらいよい

よ活動が活発になってくることでしょう。暑さが増して汗を

かいて、疲れて帰って来るかと思います。睡眠と栄養、そし

て心の栄養もたっぷりとって元気に過ごしましょう!!
森山

７月の行事予定

１日（木） 海あそび(2.3歳児)
３日（土） 夏祭り・弁当日(2.3 号)
７日（水） 七夕事業所訪問

９日（金） 海あそび(4.5歳)･弁当日
１３日（火） ７月生まれ誕生会（10 時～）
１７･１８日 お泊まり保育

１９日（月） １学期終園式

６月の行事予定

３日（木） 給食日

５日（土） 熊毛地区教職員研修会

１７日（木） 弁当日

３０日（水） 歯科検診(13:30～)
２３日（水） ６月生まれ誕生会（10時～）

２６日（土） 夏祭り実行委員会（10時～）
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いろいろな友だちがいることに気付き 心を動かしながら身近なものと関わり、
関わっていこうとする 興味や関心を 広げていく

この時期の4才児は友だちと一緒に遊ぶことがぐんと増えてき この時期になると、子どもたちの活動が活発になり、活動範囲も広がり

ます。とは言っても子どもによっては緊張してなかなか友だち 関わる対象も増えていきます。そこでこの時期のねらいを「心を動かしなが

に関わっていけなかったり、気の合う友だちと関わろうとしな ら身近なものと関わり、興味や関心を広げていく」としています。

かったりすることもあります。そこでこの時期のねらいを「い 子どもたちの自然からの呼びかけに応える感性はすごいもので、実に様

ろいろな友だちがいることに気付き、関わっていこうとする」 々なものに心を動かしていきます。子どもたちの行動の中には一見無謀に

としています。 見えるものもありますが、子どもたちは実はちゃんと自分の力をわかってい

この時期、仲良しグループが固まって、それ以外の友だちを て行っていることがほとんどです。ですから周りの大人は、もし失敗しても

入れようとしないことは、ある程度は自然のことだと思います。 大丈夫かどうかを見極めながら、なるべく邪魔をしない態度が必要だと思

安心できる友だちとの関係を守りたいですからね。ですから、 います。同様のことは、動植物との

それ以外の友だちとも遊びを通して関わる状況を作り、新たな 関わりにもいえます。一緒に毛虫

関係が築けるよう支えていま を触ったり、キノコを採ったりする

す。子どもたちは、一緒に何か と「毒だからダメ」と禁止すること

をする共同体験を通してすぐに が多いようです。しかし実際にはよ

仲良く仲良くなってしまうこと く分からないから闇雲に禁止して

がよくあります。仲良しグルー いることが多いようです。周りの

プと一緒にいたいという気持ち 大人も正しい知識を持つことで、

も認めつつ、他の友だちとも一 子どもたちの主体的な活動の邪魔

緒に過ごす機会を保障すること をしなくてもすむようになります。

で、様々な友だちに関わってい それも大切な専門性といえるでし

こうとする態度が徐々に育まれ ょう。

ていくのでしょう。 松本信吾（広島大学）


